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自分らしさを発揮し仲間と楽しめる授業の研究 

ー小学校外国語における CLIL の活用を通してー 
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1．  はじめに 

令和 2 年度より小学校中学年から週 1 時間の外国語

活動，高学年では週 2 時間，外国語が教科として導入

された。令和 3 年度全国学力・学習状況調査 によると，「英

語の勉強は好きですか」という質問に，「好き・どちらかと

言えば好き」と答えた小学生は 68.4％だった 1) 。多くの

児童が英語学習に肯定的な一方で，約 3 割の児童は，

4 年間の学習で，既に苦手意識を抱いているとも言える。 

この実態に対して，学習と使用を別ものとして捉える

のではなく，相互補完的で相乗効果の期待できる関係

であると考えている指導法「CLIL(内容言語統合型学習)」

(Content and Language Integrated Learning の略称) 

に注目した 2)。 

2．  研究の目的 

本研究は，英語を他教科と連携させながら学習者の

協働的な学びを重視している CLIL の授業をデザイン

し，一人一人が自分らしく参加する中で生まれる学びを

価値付けていくことを目的とする。 

3．  研究方法 

(1)    4 つの C を活用したデザインと実践・分析 

CLILの特徴に4つのC (4Cs)があり,これはContent 

(科目やトピック)，Communication(言語知識やスキル), 

Cognition(様々なレベルの思考スキル), Community 

/Culture(協学，異文化理解，地球市民意識)を指す。 

和泉 2)によると，4Cs の関係を，内容(Content)がある

からこそ，伝える手段としての言葉(Communication)を

必要としたり，思考(Cognition)の広がりや深まりが増し

たりする。さらに，他者との交わり(Community)がある

からコミュニケーションが重要になる。4Cs はそれぞれが

柱となり，互いに支え合って存在しているため，教育の

質の向上を掲げる CLIL の重要な指針であるとした 2)。 

本研究は４Cs の中でも，特に Content(内容)と Cognition

(思考)に注目したデザインや実践，分析を行った。 

(2)    自分らしさが発揮される内容の設定 

和泉 2)は CLIL の授業でも，言語不安が全くなくなる

わけではないが，従来の形式重視の授業と比べると，言

語不安はかなり和らげられると期待する。CLIL では，

言語と内容に焦点を当てるため，必ずしも言語能力が

高くない生徒でも，内容面に興味や強みがあれば，

CLIL の授業で十分に学んでいけるからである 2)。 

また，CLIL では，ペアやグループ活動も多く，必要

なら他者の力を借りたり，力になってあげたりして，お互

いへの理解や尊重の心を深めていける 2)。 

本研究では Content の設定にあたり，現在，宮城県

や仙台市で採用している 3～6 年生の外国語教材や教

科書を単元ごとに，関連のある既習内容を組み込み学

習内容とした。特に高学年は，単元終末の『Over the 

Horizon』で教科横断的な学習が必ず 2 時間設けられ

ており，CLIL の考えが反映されている。単元の多くは

複数の教科と関連付けられるため，学習目標と子どもの

実態や学級の状況，学校の特色に合わせ，興味や関

心，自分らしさが発揮されるように，内容を検討した。 

(3)   CDFs による多様な思考の価値付け 

児童が学習の中で働かせている様々な思考を，教師

が認識し，学びとして価値付けていけるように，Puffer3)

の Cognitive Discourse Function(以下 CDFs)「認知

的談話機能」を用いて，思考(Cognition)を評価した。 

Puffer3) は，CDFs は人間が知識の学習，表現，交

換を目的として，認知した内容を処理するときに必要と

するパターンであるとした。3) 

表は左の列が会話の意図や機能を表し，右はそこで

価値付けできる思考の要素を示したもので，Puffer3)と

柏木 4)を参照して，独自にまとめたものである（表 2）。 

デザインでは子どもの発言を表の機能から予想し，分析

でどのような思考の要素が生まれたのかを考察した。 
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表 2 CDFs と思考の要素 

4．  研究成果 

実践は，仙台市 A 校 3 年生，5 年生，仙台市 B 校 5

年生を対象に授業を行った。それぞれの授業の分析で，

【視点 1】学習への参加の保障，【視点 2】思考の広がり

や深まり，【視点 3】円滑な英語への接続が成果として挙

げられたが，今回はその中でも特に特徴的に表れた成

果について分析・考察する。 

4.1   実践 1 のデザインと分析【視点 1・3】 

仙台市 A 校 3 年生 1 クラスを対象に Let’s Tｒｙ! 1 Unit 

7「This is for you」（5 時間）の授業を行った。休み時間

にお絵描きを楽しむ児童が多く，教室には児童の作品

が多数飾られていたことから，一人一人の考えや思いを

色や形で表現し，単元目標であった，形の言い方に慣

れ親しめるようにデザインした。4Cs との関連について

は表にまとめた（表 3）。 

表 3 本時の授業と CLIL の 4Cs との関連 

【視点 1】 学習への参加の保障 

この事例より，A が得意な図形が Content だったこと

で， A が活動に参加するきっかけが生まれ，作品作りの

面白さや友だちの関わりによってさらに自信を持って参

加していった。同様の傾向が，他の児童にも見られた。 

【視点 3】 円滑な英語への接続 

 本場面は，授業の導入時に，児童が黄緑という未知の

単語と出会う際の教師とのやり取りである。 

ここでは，「黄緑」という未習単語を，既の習「Light 

blue」という言葉か ら，元の色を薄めた色のときに

「Light」が付くかもしれないと色の共通点から言葉を推

測して，「Light green」を学習することができた。また，

振り返りでは，「トライアンゴー」と書く児童もおり，形遊び

を通して，たくさん表現に親しんだり，実物と触れ合った

りしたことが学習の理解や定着が深まったと分析した。 

4.2   実践 2 のデザインと分析【視点 2・3】 

仙台市 B 校 5 年生 3 クラスで New Horizon Elementary 

5 Unit3「What do you want to study?」（8 時間扱い）

の授業をデザインし，実践した。CLIL は学習目標を

「 世 界 の授 業 に つ い て 考 え よ う 」 とし た Over the 

Horizon (8 時目)で行った。英語を苦手とする児童がお

り，特に「話すこと」への苦手意識が高く，ある児童は，

発表の際に泣いてしまうほどだった。そこでどの子も抵

抗感なく参加できるよう，多くの児童が好きだった図工を

Content とした。本時は，学習目標との関連から，世界

のアートの授業やユネスコの取組みを参考に「ちぎり絵」

と「Eco-Art」を融合し，手で破った新聞紙が何に見える

かを自分または友達と考え，交流する活動を行った。表

は 4Cs と授業内容との関連，授業内で予想される思考

の要素をまとめたものである（表 4）。 

表 4 本時の授業と 4Cs との関連 

機能 要素 

CDF 1 分類する 分類,比較,対比,結び付け,構成,類別,包含 

CDF 2 定義する 定義,同定,解釈,特定,特徴づけ 

CDF 3 描写する 描写,ラベルづけ,同定,名づけ,明細化 

CDF 4 評価する 評価，判断，意見を述べる，賞賛 

CDF 5 説明する 説明,理由,表現,原因/結果,指摘,結論,結果からの推測 

CDF 6 探求する 探求,仮説,推測,予測,見当,仮定,他の視点に立つ 

CDF 7 報告する 報告,情報提供,詳述,語り,発表,要約,関係付け 

４Cs 授業内容 

Content 図工（工作・鑑賞） 

Communication 色,数,形,生き物等の名称を使ったやり取り 

Cognition 
CDF1 分類 (分類,結び付け) 
CDF3 描写 (描写,ラベル・名づけ) 
CDF6 探究 (探求,見当,他の視点に立つ) 

Community/ 

Culture 

Eco-Art について知る。 
作品を見せ合い，何に見えるかをグル
ープで話し合う。 

4Cs 内容 

Content 算数（図形）・図工（造形遊び） 

Communication 色・数・形などの表現を使ったやり取り 

Cognition 
三角形で正方形や長方形などを作れるこ

とを知り，自分の作りたい形を創作する。 

Community / Culture 作ったものを見合うグループ活動 
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 【視点 2】 思考の広がりや深まり 

この実践では，アートをテーマにした活動に CDFs

「分類・描写・探究」の特徴的な思考が見られ，それらを

もとに教師が英語につなぐことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

上記のように，多くのグループで作品の見え方を分類，

ラベル・名づけ，作品への可能性を探究するやり取りが

あり，デザインで想定した思考の要素が働いていた。 

また，作品を見せ合う場面では，たくさんのグループ

で，「すごい!」や「〇〇がいいね」，「上手だね」と互いに

賞賛し合う声が聞こえ，デザインの時点では想定してい

なかった CDF4 評価の「賞賛」も観察することができ，

様々な思考へと展開していることが分かった。 

エピソードから【視点 1】の学習の参加が保障され，思

考を働かせて作った「作品」が他者から賞賛されたり，

自分では気付けなかった良さを知ったりすることで，子

ども達の関係を深めたり，自信に繋がったりしていること

が観察から見取れた。 

【視点 3】 円滑な英語への接続 

  授業の中で，子ども達のやり取りは日本語が多くなる

が，教師が英語で質問することで，英語の応答を引き出

したり，リキャストすること(学習者の発言を自然な会話の

中でさりげなく言い直すこと)で，日本語に対応する英語

に触れる機会を増やしたりした。 

 

 

4.3   実践 3 のデザインと分析【視点 2・3】 

 仙台市 A 校 5 年生 3 クラスを対象に New Horizon 

Elementary 5 Unit 6「What would you like?」（8 時間

扱い）の実践を行った。CLIL は Over the Horizon (6 時

目)で実施し，学習目標は「世界の食文化について考え

よう」であった。本時は，世界の３大米の生産量，稲の長

さ，炊き上がりの粘り気の違い，さらに資料から読み取

れる情報を班で一つ選んで表にまとめ，全体で共有す

る授業をした。A 校の 5 年生は，総合的な学習で稲を育

てたり，一人一人テーマを設定して調べ学習を行ったり

と，お米について学習を深めているため，既存の知識

が高く，持っている知識にも違いがある。さらに 5 年生で

は，社会科や家庭科で米を扱った単元があることから，

A 校の児童にとって，米はとても馴染み深く，興味や関

心が高い教材であること，そして学習目標とも相性が良

いことも踏まえて，内容(Content)を設定した。 

実践 1 や 2 と異なり，資料から情報を読み取る社会

や総合的な学習の時間に近い活動を主に取り扱うため，

予想される Cognition の CDFs も「定義」や「判断」など，

自分の考えの根拠を明らかにするような思考が働くこと

が予想された。表は 4Cs と授業内容との関連，授業内

で予想される思考の要素をまとめたものである（表 5）。 

表 5 本時の授業と CLIL の 4Cs との関連 

【視点 2】 思考の広がりや深まり 

各グループに 2 種類のお米と違いが分かる写真付き

の資料を渡し，ワークシートを完成させる課題を出した。 

どのクラスでも，粒について書かれた資料を見ながら

「こっちがインディカ米でしょ。」と予想する姿や，教師か

らお米を袋から「出していいよ。」と言われると，2 種類の

お米を触りながら，「これインディカだ。分かる！」と分類

する姿が観察できた。多くの児童は見た目の違いで判

断しようとしていたが，中には，匂いや味で違いを感じ

取ろうとしている児童も見受けられた。 

４Cs 授業内容 

Content 社会・総合(米作り)・家庭科 

Communication 色,数,国名,形容詞（反対語と対で）の表現の活用 

Cognition 

CDF1 分類 （分類，結び付け） 
CDF2 定義 （定義，特定，特徴付け） 
CDF4 評価 （評価，判断，賞賛） 
CDF6 探究 （探求，見当，他の視点に立つ） 

Community 
Culture 

世界で食べられている米についての特徴ついて考え，

グループで話し合い，全体で意見の交換をする。 
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この記録から，様々な情報が載っている資料を根拠

に分類したり，五感を使って形から特徴を見つけたりと

デザインで想定した CDFs の「分類・定義・評価・探究」

の思考が働いていたことが分析で明らかになった。 

【視点 3】 円滑な英語への接続 

班でまとめたことを全体で共有する際には，教師がリ

キャストして，日本語を英語へと繋いでいった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の記録から，米の丈について聞くと「High」と答

えたり，炊き上がりの粘り気について教えると，「Sticky.」

を使ったりしているように，資料を用いて調べたことやそ

れぞれの思いを英語で表現しようとしていた。 

またリキャストにより，5 年生で学習しない単語でも，

響きの似ている単語を探して遊び感覚で反復する姿や，

児童の振り返りでは「粘り気があるときは，スティッキとい

うことが分かった。」と書くなど，英単語の意味をコンテク

ストの中で理解する様子が明らかになった。 

5．  考察 

CLIL の内容(Content)の柱を意識して，子ども達の

興味関心の高いものや既存の知識の多いものを用いて

英語学習を行うことで，子ども達が英語そのものよりも学

習内容に集中し，夢中になる時間を増やせることが明ら

かになった。さらに CLIL のコミュニケーションと協学の

柱を意識し，3～4 人のグループ学習を取り入れたこと

で，友達との助け合いによっても学習の参加が保障され

たり，普段は関わらない児童同士の関係が構築されたり

する場面が見受けられた。 

研究によって，参加の保証や苦手意識，言語不安の

軽減のためには，内容の設定や素材の準備が重要な

役割を担っていることが分かった。実践では，図工など

の創造や表現，鑑賞が中心の実技的な教科内容と社

会科や総合などの調べ学習や情報収集，分析の機会

が多い教科的内容を扱い，それぞれの教科内容によっ

て展開される思考の違いを明らかにできたと考えている。 

実践 1，2(図工中心)の授業では，語彙数が少ない中

学年でも幼少期から培ってきた制作や鑑賞の経験を生

かし，活動への見通しも持ちやすい。図工では，表現だ

けでなく鑑賞も学習の一つであるため，多様な参加の

仕方が認められ，初めて CLIL を取り入れる場合などに

は取り掛かりやすい Content ではないだろうか。またア

ートの授業は，自由に発想や思考ができ，自分らしさが

発揮されやすくなるため，学習に抵抗感を持っている児

童を含め，多くの参加や発言が見られた。それにより、

英語への接続や思考の価値付けが容易になっていた。 

一方で，CLIL に慣れ，語彙数や表現，学習内容が

多い高学年では，情報を読み取り，活用するような教科

を扱うことで，子どもから出てくる表現がその内容に焦点

化されやすくなり，やり取りや思考が予測しやすく，学ば

せたい表現にねらいを持った授業も展開できると感じた。

その際に，子どもの実態から，既存の知識や興味，強み

などをどのように発揮できるのか丁寧に観察し，デザイ

ンから学びの見取りまで繋げていくことが重要である。 

本研究では， CLIL の授業のデザインによって，一人

一人が自分らしく参加する中で，学びを価値付けするこ

とができた。今後は，さらに多様な思考が見られるような

授業のデザインや実践に取り組んでいきたい。 
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要旨 令和 2 年度より小学校中学年で外国語活動，高学年は教科として外国語が始まったが，令和 3 年度の全国

学力・学習状況調査では，約 3 割の児童が小学校段階で英語に苦手意識や不安を抱いていることが分かった。本

課題に対し，英語を他教科と連携させ，学習者の協働的な学びを重視している CLIL を用いて，一人一人が自分

らしく参加する中で学びを評価できる授業について考えた。 

実践は 3 年生と 5 年生で行い,単元終末に CLIL を取り入れた。授業デザインでは，CLIL の特徴である

4Cs(Content，Communication，Cognition，Community/ Culture の 4 つの C)を枠組みとした。Content は

図工や総合，社会科と関連させ，Cognition は，CDFs(Cognitive Discourse Functions)から，子ども達の思考を

予想してデザインした。 

各実践を記録・分析すると，全ての実践で，学習への参加の保障，思考の広がりや深まり，円滑な英語への接続

という 3 つの成果が見られた。特に思考は，組み合わせる教科内容によって展開される思考が異なることが明らか

になり，それらを CDFs で分析していった。 
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